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概 要 

盛土や切土といった土構造物は，降雨や周辺地下水位の上昇によって外部から水が供給され，内部の含水状態が高まると，やがて浸潤線が上昇
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し，構造物の不安定化を招く．そのため，内部の浸潤線上昇を抑制するために排水工が設けられる．しかしながら，既存の構造物に排水工を設置する

のは難しく，排水パイプは既設構造物に対して行える唯一の排水対策である．しかしながら，その効果を定量的に評価した事例は少ないため，適正な

配置などを設計に取り入れることは困難である．本研究では，含水率が高く，過去に複数の崩壊歴のある鉄道盛土において，設置された排水パイプの配置などを設計に取り入れることは困難である．本研究では，含水率が高く，過去に複数の崩壊歴のある鉄道盛土において，設置された排水パイプの

効果を電気探査によって明らかにするとともに，不飽和土/水連成解析の枠組みの中で排水パイプを新たに導入した「浸透境界」として表現すること効果を電気探査によって明らかにするとともに，不飽和土/水連成解析の枠組みの中で排水パイプを新たに導入した「浸透境界」として表現すること

で，排水パイプ工の設計手法の確立を目指した．その結果，盛土内の浸潤線を把握する手法として電気探査が有効であることが分かった．また，排水

パイプを「浸透境界」として表現することの妥当性が示された．今後，電気探査の実施により既設盛土の浸潤線を同定し，それに応じた排水パイプの適

切な施工方法を数値解析によって提案することが可能であると考える． 切な施工方法を数値解析によって提案することが可能であると考える． 
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電気探査の探査測線は，排水パ
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降水状況：当日は晴天．前々日に8mm，前日に14.5mm 電気探査の探査測線は，排水パ

イプを設置していない盛土横断

No.1，排水パイプ設置箇所の盛

降水状況：当日は晴天．前々日に8mm，前日に14.5mm 

電気探査から得られる電気比抵抗は土質や土壌水の含有イオンの影響を受け

図-1 現場概略図 No.1，排水パイプ設置箇所の盛

土横断No.2と，盛土縦断No.3． 
るが，同じ土質条件ならば含水率が支配的要因となる．観測水位を基準とする

と電気比抵抗200Ωm近辺が浸潤線を表していると考えられる．また，当日，下と電気比抵抗200Ωm近辺が浸潤線を表していると考えられる．また，当日，下

段からは常時排水が見られたが，上段，中段からの排水は収まっていたことを

考えると，図-4赤破線で示す浸潤線が推定され，探査時点では下段排水パイ

プのみ機能しているといえる． 
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解析コード：土/水/空気連成解析DACSAR-MP 

解析方法：過去の水位計データをもとに，横断解析
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表現することができた．縦断解析より，排水パイプの影響範
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